
新型コロナウイルスがもたらしたパンデミックの長
期化、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻、そし
て、これらに伴って起こった世界のサプライチェーン
の混乱やエネルギー価格の高騰は、世界の自動車
産業に大きな影響をもたらしています。同時に、
CASEに代表されるクルマの電動化や知能化は、
ますます加速しています。こうした時代の変化を背
景に、本レポートは『テクノロジー・ロードマップ
2021-2030 自動車・エネルギー編』を2年ぶりに全
面刷新し、汎用EVプラットフォーム、ビークルOS、
UL4600、新世代モーター、太陽光発電、風力発電
など、新たな9つの技術テーマを含む、自動車・エネ
ルギー分野における68の重要テーマについて、これ
から10年の技術進化を予測します。

序章 ●「テクノロジー・ロードマップ」の考え方と活用法 ●サマリー

第1章 エンジン技術 ●ガソリンエンジン ●ディーゼルエンジン ほか  

第2章 電動化技術 ●ハイブリッド車 ●EV（電気自動車） ほか  

第3章 変速機技術 ●DCT（デュアル・クラッチ・トランスミッション） ほか  

第4章 モーター・制御系 ●PM（永久磁石）モーター ほか  

第5章 電池技術 ●リチウムイオン電池 ●全固体電池 ほか  

第6章 運転支援システム ●UL4600 ●ヘッドランプ ほか  

第7章 センサー ●ミリ波レーダー ●車載イメージセンサー ほか  

第12章 エレクトロニクスと開発手法 ●車載ECU ほか  

第13章 次世代モビリティ ●ロボットタクシー ●配送ロボット ほか  

第14章 エネルギー ●太陽光発電 ●高温ガス炉 ほか  

第8章 クルマの知能化 ●次世代コンピューター ほか  

第9章 コネクテッドカー ●車載OS ●プライベート5G ほか  

第10章 クルマの開発手法 ●EMC対策 ほか  

第1 1章 材料・加工技術 ●高張力鋼板 ●アルミ化 ほか  
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本当のモビリティー革命が、
これから始まる。今後10年間の
「技術の進化」と「市場の姿」を描く。

商品/サービス機能を実現するための
個別の重要技術を整理し、

どのタイミングでどのような技術が
必要になるかを時系列で提示

2032年までの
「市場の姿」を提示

市場ニーズに合わせた
「商品機能」を定義

商品機能を実現するための
「技術」を提示

2032年までの世界（または日本）
における市場レベルの全体潮流、
潮流に関連した市場ニーズや
市場規模を示し、未来像を明確に

テクノロジー・
ロードマップ2023-2032
自動車・エネルギー編

スタートアップを中心に参入企業が急増し、世界で
「モビリティ」の新しいビジネスモデルが次々に生ま
れています。本レポートでは、注目の5分野について、
新たなビジネスモデルを調査し、商用化に向けた
現状や課題など、最新動向を解説しています。主要
プレーヤー40社について、そのサービスやアライア
ンス、参加プロジェクトなど最新動向と戦略を解説
したほか、V2G、MaaS、自動運転の注目の実証
プロジェクトについても、参加企業や成果・ビジネス
モデルなどを整理しました。また、より利便性が高く、
高付加価値のサービスが必要とされるなか、企業
間の連携を強化してビジネスモデル統合を進め、
事業拡大を図る動きも出てきています。本レポート
では、こうした動きを、主な企業の連携マップとして
収録し、解説しています。
今、スマートシティ、エネルギー、EV（電気自動車）
などのサービスは｢モビリティ｣を核に融合する様相
を呈しています。本レポートは、そうして登場してきた
新ビジネスモデルの全体像を明らかにすることで、
今後のモビリティビジネスの戦略策定に役立てて
いただけるものとなっています。

BaaS、V2G、自動運転・・・
世界でモビリティ関連の新ビジネス
が続々登場。事業創出、戦略策定に
必携の1冊です。 第1章

ビジネスモデル 
●BaaS ●エネルギー･V2G･VPP ●MaaS･マルチモーダル
●オンデマンド･シェアリング ●自動運転　
主要企業連携マップ
●Deutsche Bahnグループ ●Intelグループ
●Nuvve/EDFグループ ●Enelグループ ●TIER Mobilityグループ

分析編

第0章 エグゼクティブサマリー

主要企業詳解と注目プロジェクト ●Gogoro ●Bounce ほか

第2章 BaaS

主要企業詳解 ●Nuvve ●DREEV ほか　
注目プロジェクト ●Parker Project
●Cajon Valley Union School District Project ほか

第3章 エネルギー･V2G･VPP

主要企業詳解 ●Fluidtime Data Services ●MaaS Global ほか
注目プロジェクト ●Smart Aarhus ●Nordic Open Mobility and
Digitalization ほか

第4章 MaaS･マルチモーダル

主要企業詳解と注目プロジェクト●Via Transportation ●Swat Mobility ほか

第5章 オンデマンド･シェアリング

主要企業詳解 ●Waymo ●Mobileye ほか
注目プロジェクト ●Waymo One ●RMV Autonomous On-Demand Project ほか

第6章 自動運転
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注目5分野の最新動向と
新ビジネスモデルを解説

主要プレーヤー40社の動向
各社の戦略やサービス、顧客等が明らかに

主要企業連携マップ
企業グループ形成で、統合サービス実現へ

注目の実証プロジェクト
主体企業や組織、成果をレポート

82-83

82 83

1つの技術テーマに関して「2ページの解説記事」と
「1枚のロードマップ」で簡潔明瞭に今後10年の流れを予測します。

モビリティ・エネルギー

市場レベルと関連付けて、
商品/サービスの期待機能や
予定製品を時系列で示し、
商品レベルを作成

NEW!




